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９９月は月はがん征圧月間がん征圧月間
　「がん」は昭和58（1983）年に死因の第1位となり、本県の令和4（2022）年の総死亡者数11,090人のうち、

がんによる死亡者は2,508人で、全死亡に占める割合は22.6％と、全体の約4分の1を占めています。

　毎年9月は「がん征圧月間」です。これを機会に、がんに対する知識を深め、がんを防ぐ生活習慣に改善し

ていくことを前向きに考えてみましょう。

︽
が
ん
は
身
近
な
病
気
︾

現
在
日
本
人
は
、
一
生
の
う

ち
に
、
２
人
に
１
人
は
何
ら
か

の
が
ん
に
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。が
ん
は
、
す
べ
て
の
人

に
と
っ
て
身
近
な
病
気
で
す
。

が
ん
は
、
禁
煙
や
食
生
活
の

見
直
し
、
運
動
不
足
の
解
消
な

ど
に
よ
っ
て
、「
な
り
に
く
く
す

る
（
予
防
す
る
）」
こ
と
が
で
き

る
病
気
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
を
心
が
け
て
い
て
も
、
が
ん

に
「
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

が
ん
は
、
遺
伝
子
が
傷
つ
く

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で

す
。
が
ん
と
い
う
病
気
自
体
が

人
か
ら
人
に
感
染
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
部
の
が
ん
で

は
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
背
景
に

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
が

ん
に
な
る
ま
で
に
は
、
そ
れ
以

外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
、

長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
関
係
し

て
い
ま
す
。

︽
早
期
の
適
切
治
療
を
︾

が
ん
は
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い

ほ
ど
、
治
療
の
際
の
体
へ
の
負

担
が
軽
減
し
ま
す
。
ま
た
、
浸

潤
や
移
転
の
程
度
が
小
さ
い
ほ

ど
、
再
発
の
危
険
も
減
り
ま
す
。

早
期
が
ん
で
発
見
さ
れ
た
場
合
、

健康なあなたも定期的にがん検診を受けましょう

PET検査は、がん細胞が正常細胞に比べて多くのブドウ糖を細胞内に取り込む性質

を利用して、特殊な検査薬でがん細胞に目印をつけて撮影する検査法です。全身を

一度に撮影するので、「がん」の転移や再発を検索するのに役立ちます。また、着衣の

まま横になるだけですから苦痛がほとんどありません。

転移や再発の検索に有効なPET検査

す
ぐ
に
適
切
な
治
療
を
施
せ
ば
、

が
ん
は
決
し
て
怖
い
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
自
覚
症
状

が
出
て
か
ら
発
見
さ
れ
た
場
合

は
、
周
り
の
臓
器
や
リ
ン
パ
節

に
拡
が
り
、
手
術
が
難
し
い
進

行
が
ん
に
な
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。

が
ん
検
診
の
受
診
を
控

え
る
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
の

発
見
が
遅
れ
る
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。自
分
の

た
め
、
心
配
し
て
く
れ
る
周

り
の
人
の
た
め
に
も
、
感
染

対
策
を
徹
底
し
て
、
定
期
的

に
が
ん
検
診
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

山
梨
県
が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
県
が
山
梨
県
健
康
管
理
事

業
団
に
委
託
し
、
設
置
・
運
営
す
る

「
が
ん
の
総
合
相
談
窓
口
」
で
す
。が

ん
患
者
と
家
族
が
抱
え
る
悩
み
や
不

安
に
、
医
師
や
保
健
師
、
社
会
保
険

労
務
士
、が
ん
の
経
験
者（
ピ
ア
・
サ

ポ
ー
タ
ー
）
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

◎
医
師
に
よ
る
相
談

病
気
に
関
す
る
こ
と
、
治
療
に
関

す
る
こ
と
な
ど
に
専
門
の
医
師
が
対

応
し
ま
す
。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
準
ず
る

こ
と
や
病
院
の
紹
介
等
に
は
対
応
で

き
ま
せ
ん
。（
完
全
予
約
制
・
電
話
で

日
時
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
保
健
師
に
よ
る
相
談

病
気
に
関
す
る
こ
と
、
看
護
、
介
護

に
関
す
る
こ
と
、
療
養
全
般
に
関
す
る

こ
と
に
対
応
し
ま
す
。

【
相
談
時
間
】
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
５
時（
面
接
相
談
は
要
予
約
・
電

話
相
談
は
予
約
不
要
）

◎
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
相
談

が
ん
治
療
と
仕
事
の
両
立
に
関
す

る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

【
相
談
時
間
】
毎
月
第
３
火
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時

◎
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談

が
ん
経
験
者
（
ピ
ア
＝
仲
間
）
や
、

そ
の
家
族
が
悩
み
や
不
安
を
軽
減
す

る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

【
相
談
時
間
】
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
（
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー
☎

０
５
５
（
２
２
７
）
８
７
４
０
（
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
・
土
日
祝
祭
日
を

除
く
）

一
人
で
悩
ま
ず

一
人
で
悩
ま
ず

が
ん
の
総
合
窓
口
へ

が
ん
の
総
合
窓
口
へ

厚生労働省が、がん検診の効果が科学的に証明されていると推奨している5つのがんです。最寄りの

検診機関などで気軽に検診を受けることができます。

厚生労働省が勧める5つのがん検診

山梨県における主な発見経緯別のがんの進行度

詳細は詳細は
こちら→こちら→

オンライン相談もオンライン相談も
受付中受付中

受診間隔種類

1回/2年50歳以上

胃がん
問診に加え、胃部X線検査又は

胃内視鏡検査のいずれか

1回/2年20歳以上子宮頸がん
問診、視診、子宮頸部の

細胞診及び内診

1回/年40歳以上肺がん
問診、胸部X線検査及び

喀痰細胞診

1回/2年40歳以上乳がん

1回/年40歳以上大腸がん 問診及び便潜血検査

問診及び乳房X線検査

（マンモグラフィ）
※視診、触診は推奨しない

※当分の間、胃部X線検
査については40歳以
上に対し実施可

※当分の間、胃部X線検
査については年1回
実施可

検査項目 対象者

●他疾患の治療時

早期がん 55.8% 進行がん 35.4%
不明
8.9%

出典：山梨がん情報(2016ｰ2019)

●自覚症状等

早期がん 37.7% 進行がん 51.3% 不明 11.0%

●検診・健診・ドック

早期がん 67.8% 進行がん 28.6%

不明 3.6%
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